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一 般 質 問 通 告 表 

令和４年第１回姶良市議会定例会（２月 21日） 

 

５．田口 幸一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．姶良市総合運動

公園陸上競技場に

ついて 

 

 

２．城下、上水流、

触田地区の南国バ

ス路線復活につい

て 

 

 

３．思川の魚族につ

いて 

 

 

 

毎年１０月に小学生の陸上記録会が 

開催されている。当競技場は、北風が強

く競技に影響が出ると思われるが、記録

として公認されるのか。 

 

この周辺は、最近多くの家が新築され

公園も整備されている。また、現在老人

ホームの建設が進行中である。 

今後、利用増が見込まれるがどのよう

に考えるか。 

 

昨年、稲荷橋から楠元橋周辺までの 

工事が行われ、上流からの水も浄水され

現在はきれいになってきている。浚渫工

事の影響もあると思うが、現在どのよう

な魚が生息確認されているか。 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 

６．竹下 日出志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．食品ロス削減の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品ロス削減は、世界共通の課題と 

なっており、国連の持続可能な開発目標

(ＳＤＧｓ)にもターゲットの１つとして

掲げられた。 

日本も家庭系および事業系の食品ロス

を２０３０年度までに２０００年度の 

約９８０万トンの半分、約４８９万トン

まで減らす目標を定めている。 

そこで以下について問う。 

（１）本市の食品ロス削減推進はどのよ

うに考えているか。 

（２）食品ロスのうち、家庭で発生する

①食べ残し②廃棄食品③過剰に除去 

された食材の、大きく３つに分類され

る。食品ロスという言葉を社会に 

定着、浸透させる対策をどのように 

考えるか。 

市 長 

教育長 
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２．交通安全対策に

ついて 

 

 

 

（３）国は、食品ロス削減に向け、 

事業者ができることとして、返品・ 

過剰在庫の削減、余剰食品のフード 

バンク寄付などの商慣習の見直しを 

推奨している。本市では、事業系の 

食品ロス削減対策をどのように考える

か。 

 

（１）近年、高齢ドライバーによる痛ま

しい事故が多発しており、社会的な問

題として取り上げられている。本市で

は、高齢者運転免許自主返納サポート

事業についてどのように考えるか。 

（２）本市では、飲酒運転根絶に向けて

警察、交通安全協会等の関係団体と連

携して、飲酒運転防止の指導に取り組

んでいる。姶良警察署管内での飲酒運

転事故件数と、今後の対策を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

７．新福 愛子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．コロナ禍で市民

の命と暮らしを守

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染が広がる

中、一日も早い終息を願いながら粛々と

日常生活が営まれている。コロナ禍で 

市民の命と暮らしを守るため以下を 

問う。 

（１）家庭ごみについて 

①家庭ごみの収集に対する市民への 

周知 

②市としての事業者との連携 

 

（２）学校給食について 

小中学校の学校給食に対する危機管理 

 

（３）救命活動と火災予防について 

①コロナ禍の中での救命活動における

課題と心肺蘇生法の市民への周知と

指導 

②春の全国火災予防運動の取組 

市 長 

教育長 
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２．「誰ひとり取り

残されない」投票環

境の向上に向けて 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の中での初めての市長・市議

会議員選挙が間近に迫っている。投票の

権利は民主主義の根幹をなす貴重な権利

である。「誰ひとり取り残されない」投票

環境の向上をめざし、以下を問う。 

（１）コロナ感染症拡大下で行われた昨

年の衆議院選挙の総括と課題 

（２）期日前投票所への混雑防止策 

（３）自宅療養者への配慮 

 

 

市 長 

選挙管理委

員会委員長 

 

 

８．𠮷村 賢一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自治会の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会の加入率については、まちの 

規模が大きくなるほど低下する傾向に 

ある。 

安心安全のまちづくり、治安・防災に

強い共助のまち、高齢者に優しい、ある

いは子どもが楽しい地域づくりはどうし

たらよいのか。 

会派、市民くらぶとして任期４年の 

テーマとして選んだのが、市民に身近な

ごみ問題だったが、結果的に自治会活動

とも大きく関連するものであった。 

そこで、先ず自治会の在り方を追求す

るとともに、その中でごみ処理の課題を

整理できないか、また地域の要望に応え

る行政の在り方について問う。 

（１）先ず自治会は必要か。 

（２）加入率は年々減っているが、これ

による弊害はないか。またこの現状を

どのように考えているか。 

（３）自治会の役割として最低限求めら

れるものは何か。 

（４）アパート、マンション居住者に 

対しても最低限の負担金を求められる

よう大家もしくは不動産業者に市から

呼掛け出来ないか。 

 

市 長 

教育長 
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２．ごみ処理の在り

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．身近な公共事業 

 

 

（５）未加入者は自治会員の頑張りに 

「ただ乗り」という声もあるがどう 

思うか。 

（６）行政事務委託員は全市民にお知ら

せを届けられているか。 

（７）コミュニティ負担金各戸２００円

他各種の負担金があるがこれらは全て

必要か。 

（８）今後の自治会の在り方として 

どんなことを考えているか。 

 

（１）ごみ置き場の管理者は誰になるか。 

（２）市の指導では自治会未加入者でも

使っていいのか。 

（３）役が出来ない、共働きなどで 

自治会活動の参加が難しい市民で 

あっても、せめてごみ当番は行う 

準会員制度の事例を市は紹介すべき 

だがどうか。 

（４）薩摩川内市は未加入者のため、 

旧町単位で市直営の可燃ごみ捨て場を

確保しているが、姶良市も自治会の 

準会員にすら参加したくない市民には

市営のごみ捨て場の用意を考えられな

いか。 

（５）生ごみの処理について市が行って

いることは何か。 

（６）中山間地域においては、ネット・

箱対応について今の補助で不足するの

で市が直接準備できないか。 

（７）未加入者が増えて会員に負担が 

多くなる、ごみ処理全般を市で行えな

いか。 

 

（１）道路・側溝・排水など環境整備に

係る要望が多い。今どのような案件が

幾つあがっているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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（２）あがっている要件に対していつ 

まで行うという年限を切って答えて 

いるか。 

（３）要望に対する回答としてある程度

実行できる目標年限を提示できない

か。 

（４）以前から土木の保守管理維持事業

の当初予算化を要望しているが、その

後の進捗はどうか。 

 

 

 


